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【研究の背景・目的】 

イメージはわれわれの心の状態を構成するもっと
も重要な要素の一つである。イメージは外界からの
刺激によって誘発されるだけではなく、自発的な想
起や睡眠中の夢でも生じる。これらのイメージの現
象的類似性は共通の神経基盤の存在を示唆するが、
その実体はいまだ明らかでない。本課題では、機械
学習を用いた脳活動のパターン解析により、知覚、
想起、および、夢に共通する神経情報表現を明らか
にする。 

われわれのグループは世界に先駆けて脳イメージ
ング信号から心的内容を解読する「ブレイン・デコ
ーディング」法を開発してきた。ブレイン・デコー
ディングとは、従来の脳機能マッピングと異なり、
機械学習によるパターン認識を用いて脳活動パター
ンを解析し詳細な心的内容を解読（デコード）する
アプローチを指す。これまでに、機能的磁気共鳴画
像（fMRI）から方位や運動方向などの視覚特徴を解
読することに成功したほか、視覚像再構成（図 1 左）
や睡眠中の脳活動からの夢内容の解読（図 1 右）が
可能であることを示した。 
これらの研究は、刺激によって誘発される脳活

動パターンを用いて、主観的イメージの内容を解
読できることを示しており、デコーディングを用
いて、異なるイメージの種類で共通する脳情報表
現を検出・定量化できること示唆している。 

 
【研究の方法】 

知覚、想起、睡眠（夢見）時の脳活動を取得し、
それぞれのデータにおいてイメージ内容をデコード
できるかを調べる（図 2）。つぎに、知覚、想起、睡
眠いずれかのデータでパターンを学習し、これをも

とに他のデータのイメージ内容を予測できるかを調
べる。この予測精度を脳情報表現の共通性の指標と
して用い、脳部位やイメージ特徴ごとに情報表現の
共通性（差異）を定量化する。また、自然な条件で
脳活動と行動を同時に記録したデータを用いてデコ
ーディング解析を行い、想起時や睡眠中の脳活動パ
ターンとの関係を調べる。 

 
【期待される成果と意義】 

この研究は、多様な心的イメージに共通する神
経情報基盤を明らかにするとともに、心的イメー
ジを生成するメカニズムの解明や、脳から解読した
イメージ情報を利用する脳情報通信技術の開発に寄
与する。 
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図１ 脳活動パターンからのイメージの情報の解読 

 

図 2 本課題のアプローチ 


